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Opening Address Ryojun Kinoshita 


みな さん , HABE か な り 長 い 休 息 の の ち に , や つと 今日 , ま を の ょ うに 花々 し く 年 
SOTCOME TE MILT SIE 

ム を りみ 人 る に , Oe CHM LOT 
戦前 すでに 國際 的 に 重き を な し て いま し た 。 そ し て みな さん は さい わい に その + ょ うな 高い 水 準 
の うえ に 育つ て , MATH AS, され ば こと 
ALO も は や 國際 的 を ふた た びと りゃ も ど 
し つつ ある と 信じ ます 。 

近い た は 内 外 の 文化 の 交流 はじまる で あろ う 。 の 業績 は 
PRICE AMET STE CLE & 
る ほど 図 内 的 の 供し で は ある が , まな た 同時 に 國 外 へ も 響かせ よう と する 企 て で も N. 


FE, と の よう な に 認識 あら た に し て , 


だ きた い 。 

TEE し て いな いと 思う 。 あ の そし て 長い を 
WH LW] B oILSTLe, さだ め し 切望 し て いら れる で あり 
まし よう 。 も ちろ ん 挫 党 者 は 努力 を つづ け て いる が ;, お し いか な 可能 な 時 期 は まだ 到 來 し ませ 
ん 。 "し か し こと の 大 お ける 報告 の 抄 と 討論 追加 は , それ 集め て RE LT 
VAL OFF 

新進 の か た が た と と る 


会 國 か ら 交 通 の 困難 を し り ぞ け て ここ と に MIT, か ね て 物資 の 不足 と 戦い な が ら 重 積 し た 


EME MAME DILEOTHEY L OPE も つて す する な ら 


ば , CMA SI, の まず さがわ ざわ いし て も, きつ < こと L な 


を の こと こさ まず に は す キ な いこ Lit 信じ て 疑わ な い 。 =H, 心 お きたな く 始 め て くだ さい 。 
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洋 
An autopsy case of myxosarcoma of the cranial basis. 


by 
Yo Oyake. 
Pathological Institute of the Niigata Medical College, Director: K. Akazikiand T. Ito. 
RL 約 三 ヶ月 生 の 経過 を 以 て 死亡 し た 。 


ch 


あつ た 。 
腫瘍 の 略 中 心 部 サッ セル 相 て 細胞 が 見 られ と , 


に 達する が 見 られ た 事 は 特 策 値する 。 


・2。 膜 一 例 
AH 
An autopsy case of meningioma. 
by 
Hikoichi Honno 
Pathological Institute, Osaka University, Director: R. Kinoshita. 

60 16 > A gil k N O ン の 注 


ICME ASS SOIC MH veo PIO CA PICRBL CHE 

し た 。 

誠 する と 右前 頭 部 隆起 に 常 し て 大 面 に 前 後 た 長い 形 (6.5x4.5x3.0) 
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め ら 。 外 方 に 向 つ て は 骨 し て 周 部 で は 膜 と 共に 一 部 
は 骨 と 癒着 し て いる が 中 央 部 で は な 骨 を 破壊 し て 外部 に 迄 現 は れ て いた 。 殊 神経 変 叉 部 直後 た 於 
葉 の 大 部 分 は 放射 捧 の 白色 膝 隊 の 光 澤 ある 組織 と 化し て 居る の が 見 られ , その 他 の 諸 臓 器 は 


右 


BR AE IC OME SL, 此 膜 の 内 側 で は 血管 に 富み , 中 心 部 は 
LEN 


3. RET 
AH = mA K B 
CHORE 


On the histolgical of 


RE) 


by 
Tetsuji Kimura and Rokuro Kano 
Pathological Institute of the Tokyo Jikeikai Medical College. 


Ara, be KmHtAD2>HomnEET b は 臨床 的 に る 良性 で , 組織 像 に 普通 の 
¢ は 増大 を 示し た 者 で b 組 織 な る も の 一 部 は 普通 染 
色 で は 和貴 管 像 不明 と な り , 唯 紡 舞 形 細胞 の 不 規 則 な 集 園 で 所 x 々 に 桜 分 裂 像 を 散見 し , Beto 
FEO RE MMA SY d,e へ の 移行 と 見 て 良い 。 d. ER E し た 者 で 組織 像 は 紡 舞 形 細胞 


が 不 規則 に 叉 は 漠 少し 粗 開 排列 し 多 の 多 細胞 が 散在 する , 互 細胞 紡 細 
BAS. HN OH Le の 像 た に 以 た と こと 
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は 全く な く 立 な 肉腫 像 で 決し て 類似 像 は な い 。 


114, d, e HIC 骨 だ が る つた 。 

く 私 共 は 血管 の 悪化 過程 に 何 に 類似 像 を 見 何 立 な 肉 で ある か ら 特 に 
を 内 皮 言 ふ 必要 は な いと 思ふ 。 血管 肉 で よい 。 唯 Angiosarcom (Wald- 
eyer, Kolaczek) の 像 と 同義 で は な い 。 上 逃 の 従来 言 は れ た 内 皮 腫 の 組織 像 に 一 致す る 和 様 た な 血 
管内 皮 は 血管 で は 見 た 事 が な い 。 従来 の 組織 像 に る 該 する は 肪 内 皮 
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PES, 指導, 
Histological study of retinal glioma 
by 
Kasuya Muneo and Shun N anba 
Department of Pathology (Direetort K. Akazaki and T. Ito) and Department 


@f Ophthalmology (Director: M. Mikuni), Niigatı Medical College. 


臨 的 所 見 歴 , 既往 特記 すべ き 事 な し 。 現 症 : DL 
PRE MEL PE, 其 の 他 症 侯 は 成 書 記載 の 出 な い 。 年齢 別 : 最高 9 
4 21 例 (80%) 0.043 Hts. 

Grinker 氏 の 分 類 法 に 従 ひ , 20 例 及び 
BEE 4 HEE pit Grinker 氏 等 の 報告 例 に 酷似 し , 細 胞 腫 は 所 Re- 
tinoblast より 成り , Pseudorosette OIIKB 0, O 
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4 (共に 年 ) で は , 基 の 基礎 細胞 は Retinoblast Rosette の 形成 著 明 
で , 何れ る 臨 条 的 第 上期 た 属し , 中 比較 的 初期 の 3 例 で は Rosette OA, 他 の 2 例 で は Pseu- 
認め た 。 性 た 來 た る も の 例 中 2 DIE り 例 少く 
な く は 出来 が , Saure る の で は な いか と 思 は れ 


> tr 1 
So & 


dorosette を 


OL, 壊死 の が 強く な る と , Rosette は 
次 消失 , Pseudorosette 増加 し , OB & る の で は な いか と の 


fi & RE の ASE % 


これ は Grirker FEW 


Et, ERDE UG る も の と 思 は れる 。 
容 Retinoblastoma と Neuroepithelioma 2 Lv 


{ 


Biro ゼット . を 作ら な い 。 ロゼ ッ ト を 作る 。 胞 は 比較 的 に そろ つて いる 。 


BR 


で は Neuroepithelioma Av», 


EDEN 合 大 この る 


5. 


One autopsy case of the sinus stoppering metstasis in the spleen 
and the liver from pulmonary carcinoma. 
by 
Keizo Kageyama 
Pathological Institute of the Medienl College of the Keio University, Director: 
R. Kawamura and T. Aoki っ 


來 め て 稀有 と され て 居る , 
UMPIRE TI SOTH So 
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Z AMT 2 を 認め た 。 
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られ な か つた 。 


6 AE O— fi 
W Aw 
CHARA 指導 , 
Ein Fall ven primärem Karzinosarkom der Lunge. 
von 
Isao Yamaguchi 
Pathologisches Institut der Nippon Medizinischen Hochschule. 
Direktor: Y. Okubo. 
I. ・ 言 
Hil DECI ANE Ds する と と は 極め て 稀 で あつ て 今 迄 Saltykow, Selye, W. Fischer, Fra- 
nk, Weber, 風聞, AK, 桐生 の 報告 が ある の み で ある 。 
TC, 2 Herxheimer, R. Mayer に 一 應 られ て は 
RO BFE S PLAT FAR IT SR, ASS FF 


し て いる こと と , HOT IC 


る 興味 ある 症例 で ある 。 

II. 臨床 的 事項 

: 

GO, 8 , 

の 第 4 18 

往 生 余り 健康 で な い 。 8 才 の 時 約 3 ヶ月 間 不明 の あ り 。15 才 より 現在 に 
THATS. 更に 58 ALY MLS 青年 


いた 。 
Wik, 昭和 20 年 7 AL DEA AREA, この頃 よ り 
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MA 3 21 年 5 月 237 日 入院 。 入 
胸部 の 濁音 を 示し , TRIER, ARIA 
IT. 割 検診 

殖 物 。 右 肺 下 葉 下部 に 於 ける 限局 性 気管 枝 

2. 小腸 特 た 下行 結腸 ける 多 # 

多 腔 水 症 。 
4. Hs 
5. 
6. FOS 形成 。 
7. 軽度 の 大 動脈 硬化 症 。 
IV. 肺 の 所 見 
容積 小 上 中 及 肺 門 部 に 於 て 硬度 増加 す 。 上 中 表 面 は , 強度 


ES 
Ta 

o 


. 


炎 を 示す 。 其 他 一 般 に 度 の 沈着 症 及 軽度 の 肺 ある 。 気管 


V. 
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を と し て 細 胞 の 集 療 か ら な る 大 小形 態 種 々 な る 多 敷 の が みとめ られ 明らか に 
形 細胞 韻 の 像 で ある 。 癌 細胞 は 一 般 に 紡 舞 形 の 染色 質 に 富ん だ 授 を も ち , 原形 質 に 逐 し いる も 
ID, TORE ABO TI WORAN ENT SS. COP 


if 


細胞 を 混 へ 多 形 細胞 , 


異型 的 増殖 を 示し て FF 


VI. 括 
し を 要 す る に 本 腫瘍 は 紡 形 細胞 , ANE, EN 
多 型 細胞 肉腫 , (天野 博士 の 見 解 に 従 へ OR & LAM 
’IOCHS_ 
CLO RIC SHE MS SLO CHS¢, 
た と と は 興味 深い 。 
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A 村 
An Autopsycase of right-sided lung-tumor of 9 years old child. 
by 
Hiroshi Kimura 
Osaka Muneipial Medicıl School. 


» 


TIL IC TÜR SHA Fo 

9 SEC, AA Sattelmase (HH), 「 ハ ッ チ ソン 
と は な いと の と と で あり を ます 。 

現 病歴 と いた し まし て は 一 昨年 末 ご どろ ょ より , LES 
て 診察 を 受け 後 入院 する に いた り ま し た 。 和 人 院 後 「 レ 」 線 撮影 で 右側 の 肺 上 葉 に 超 手 拳 大 の 送 
締 が な め ら か で 略 々 均等 な 陰影 が あり , 一 部 分 た に お いて 境界 が 明らか で な いと と が わか り ま し 
た 。「 ツ 」 反 は 陰性 その ほか いろ いろ その 検査 の 結果 , MAM t 

まし た 。 過 は で と くに 言う ほど の 悪態 症 を も 示し ま EAC 
し 周 と の 境界 も しだい に 不 と な り , と き に は 約 38°C の が 一 週間 あま りつ づく 
と と が あり まし た 。 な お と れ は の ち に な つて 保 付い た と と で あり ます が 。 MS EMC TAN 
ム 上 に 石 の 存在 が みとめ られ まし た 。 試験 的 究 を 行い まし た が 了 細胞 は な く 唯 血液 
だ けが 見 られ , 患者 は その 後 わ まず か ずつ お と ろ を , 本 年 に 入り 89°C に いた る 肖 熱 が や く 10 日 
lose, し だ に 呼吸 困難 を 二 月 二 十 日 つい に 籍 に 入り まし た 。・ な お 物 に は 血液 


PRR, 毛 糞 な ど は な くま た 明 る さほど いち ぢ る し く は な か つた と いう こと と で あり ます 。 
解 ま す と , の 右側 ょ り 肺 に か け て き な 


色 の 腫 揚 存在 し , 心 や 方 に せしめ て いる 。 肺 は 前 面 よ りほ と ん ど み こと め 
側 胸部 に お いて か る くさく 繊維 性 に し , 胸腔 内 に 異常 の 液 は あり ませ 
AD, DRONER MERLIN EL, 内 に ゼラ チン 様 物質 を 容れ て 居り ま す 。 と くに 右側 終 
隔 ト ク に 接し た 部 分 で は 高度 で あり ます 。 その 他 腔 は や ょ 百 色 の 調 が あり ます が , と これ は 残存 
し て いる 洋 胞 の まわ り k に 繊維 化 が 見 られ る た めで あり ます 。 

腫 は 肺 門 部 を 上 下 に る 直線 を 長 と する 々 格 し めし , 大 さや く 14Xx8x10em 


で , 心 面 よ り 右 肺 の 右端 に か け て 曲面 を か た ち づ く つて いる 。 つの 大 き な を 
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な し , な か に 多量 の も る るい 次 白色 皮脂 様 物質 や 透明 な 六 液 様 物質 が 充 党 性 に 一 部 は 結 締 織 , 一 
部 は ときには 人 隔壁 に よ つ て 介在 し , 一 部 色 を 時 部 分 る あり ます 。 和 は 内 
上 部 へ 行く と しだい に 周 園 と 移行 し , 表面 は 重層 上 皮 よ りな り , ER MRO, 敷 個 の 乳白 
犬 見 られ ます 。 壁 は 厚 さ や く lem で , 同心 性 に 走る 白色 の 層 より なり, 


ALR A AL, 後部 に な る & 

つて いま す が , 5 下 葉 は 
WSOPE 炎 の 像 を 示し , CE SAM 右 肺 血管 は 高 
さ れ て いま す 。 左 肺 , MILD 

Boa, また 肺 に は 一 部 膜 場 に ちか い カ タル 性 肺炎 。 非 特異 性 繊維 症 な ど が 見 られ ます 。 

以上 きわ め て 多 敷 の 組織 が 同一 星 坦 内 に 雑然 と 混在 し , ER THE 想起 させ る 板 氷 の 骨 , A 
性 に 封入 され た な ど が あつ て , 思わ ます 。 

7 CDermoid,Teratome) は 便宜 上 C1) 2) 型 に 分 け られ, Kaufmann, 
Askanazy な ど は そ 必 ぞ れ Dermoidzyste, Teratome と 呼ん で いる 。 も ちろ ん , まれ に は 成熟 
型 に お 、 て る % 器官 の 一 部 形成 抑制 , BtIO7e OIC NACHE, 未 熟 な 組織 が 出現 する こと が あり ま 
+ し か し て 前 者 は 一 種 の と し て の 寄生 在 に ちかい で あり , 


% つ た を 腫 場 と 巻 を られ て いま す 。 す な ゎ わ ち , 不 等 双 生 兄 の 極端 例 で あつ て , —HOB 育 が 正常 
時 に 禁止 され , の ち に な つ で ただ 寄生 性 に 姜 育 し た る の と 考え て 差し つか えな い の で は な いか 


と 考 を られ ます 。 

な お の の 成立 その 時 期 , さら に 本 症 の LORIE し , 本 例 に お い 
て その 生 場所 を 知る た め の Schnitt < 5 5 み が あ り ま す 。 

ho E 272 Dermoidzs あり まし た が , 胸腔 内 に その 多 
く は 終 隔 トク , と くに 前 部 終 民 トク が 起源 で 2 区 的 に 肺 へ 浪 入 す る と と が 多い と いう と と で 約 
80 例 あま りり 報告 され て お り , 第 三 鈴与 か ら 由 來 す る と 見 る 財 者 が 多い よう で す 。 

本 例 に お いて る 胸部 症 ど , な ら び に トク 前 上 部 に 頭 部 元 形 CKopfanlage) が 存 
在 し , OW MABEL LT, ク 類 皮 で は な いか と 想像 され る の で あり 
ます 。 
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8. 所 調 周 皮 腫 Peritheliom) の 像 を 示し 主 よ し て 計 臓 に 増殖 せ 
る 一 例 に つ に て 
ES 


A case of sarcoma, showing the features of so-called perithelioma, 


growing mainly in the liver. 
by 
Genshiro Ide 
Pathological Institute of the Chiba Medical College, Director: N. Takizawa 


LRG OPEN 


に 特記 すべ き も の な し 。 CEE LTE 8 SA 
昭和 十 四 年 出 手術 を 行 ひ , 
HOM EC, WRIT EAAGE WME, 
AED AAT | ! fal P= He ら < 試み る る も 効 無く 


所 見 の 概要 肝臓 は 多 敷 の 小指 大 より 手 に 及 結 た め に 増大 し , 重 


1, BERTRACHT IRRE DET 認め る の み 。 

比較 的 原形 多く 大 小 種々 の 不正 形 を 有 し 
く 見 ゆる 部 分 る あり , FT, 


稀有 な る 像 を 一 例 な る を 以 て , Vo 
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(9, WIR ME (3 症例 
C2 K RUBS) 


3 Cancers in one stomach. Gastrectomo. Cure. 


by 
M. Kuru and Y. Ainoda. 
M. Kuvu’s Surgical Clinic, Kanazawa Medical College 


症例 は 43 の 子 で あり ます 。 約 5 ヶ月 前 より 誘因 な く 下 痢 が あり bein Leds, 
快い た し ませ ぬ の で , 昭和 19 年 3 月 8 日 受診 入院 する た に いた つた る の で あり ます 。 家 族 万 及 既 
往 症 に は 特別 な と と は あり ませ ん 。 


は や ぃ 大 で あり ます が , 腹部 心 部 左側 に 偏 し て , & 


ie ht EAS, 
同月 15 日 除 手術 を いた し まし た 。 開 腹 所 見 は , 腹水 汐 く 
に り ま せ ぬ が , 肝臓 は 色 を 帯び て お り ま す 。 に は 8 LT 
し て いま し て , E LAT TS, 


骨 十二指腸 球 
切除 まし た 。 切 除 は , ESS Hi, STISHES, 


いて 見 ます と , SIS Sa, に 其 の 前 一 部 


BEE り ます 。 
CILOMMG A & + 「 ボ リー プ 」 が あり 3 


bats 
o 


37. MULES. 
WM OBER LS ELT, C8974 EL 


VU ve 「 ワ ン ・ ギ ー ソ シン 」 氏 ,「 マイ ゲル ト 氏 強力 染色 , 


氏 に よる 格子 繊維 鍼 銀 法 を 施し 検索 いた し まし た 。 
11 
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ic MUCH 


が 介在 【 


GEL TOE 
2 


リー プ 」 は , & Tiler 


よ りな る choristoma 


幽門 ORG に 存 3 an 


11% 


EMS 


あり まし て , 


BOR TOBE mics LE So MA 


75.3 
) ま し 


- Pseudoxanth mt 434 分 認め る の で あり を 
氏 腺 が 散在 し て 店 りう は れる 如き 見 を 認め 


還 を いた し まし た 。 


は その 特有 な る 構造 cee 


在 L bil り ます が ;, uU) 


| は , ir Pancreas aberrans 4 個 存 在 し た 先天 的 


その 内 HAVEAE L た る も ゃ の の で あり な 。 


| 
| 
| 
ae 
す 。 管 了 の 大 いさ は 不同 で , ERT) BIEN 
深部 の も ゃ の こと 小さ く , 
ら み に 境界 さき され, 
peitcit と 田 + yi) sade Mit Z 明らか に Mp BOCH = 
大きな る の つ て いる 部 分 に 明か 
マ 」 細胞 等 の 
| 
と の 間 と 大 
| 
me, 原形 は 「 ェ オデ ヂ デン 」 に 淡く 3 
Cs 
( 4 ) Tis LL 3 
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CHARA K 


An interesting case of stomach cancer. 


by 


Yamato’ Okamurs 


: る 診断 の % LIC BERIT A LIF N FEN RL, 


EN ARO EN, 


F 
Neri | て いる 像 見 る こと と る 。 DAA 


Ar 
« 
Y 
| 


る もの が ある 。 を こと で も 


織 の 性 に る と ころ が 


Sy, POMIB: 


TW SIRE So L, 


L, 


LTO SE CALMS’, 


= 
ni 


像 を 見 る も , URN 


Pathological Institute of the Nippon Medical College, Director: Y.Nagasa va. 


& ANE せら 部 分 に 於 て は 非常 に し , 肥厚 性 胃炎 の 


: 
LATTE MR 
\ 

1 

に し た 。 ae 
KOM AIL 出血 , 性 で ある 。 門 部 = 

に は より や 小 な る 認め る 。 其 慮 に て を 起 し 供 か に ゾン デ を に すき 

Ft 

Any Art Sh 
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. 
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We 

SIC, が 先行 する か は 不明 な る も 死 の 一 年 以上 も 前 か ら 反 
應 陽性 な る と と , 臨床 所 見 な どか らし て づ 存在 し , それ が た も の と 推察 する 


の 適 と 思 は れる 。 但 し こと の 場合 組 は 不可 能 で ある 。 MI TCO 


勿論 本 例 は と が 共存 する と と ろ の 肉 は 無い こと は 明らか で ある 。 


. 


A case of primary carcinoid in mesocolon transversum. 
by 
Hideo Hagino 


Departinent of Pathology of the Niigata Medical College: Director, K. Akazaki & T. Ito 


周知 の 如く カル チノ HEL OE) CHATS LOCH”, 


BE 調 所 性 カル チ フ イト の は ま ある を 開か な い 。 


演者 の 検索 例 7 の 人 O PRO AR 


A~OCH ANF 7A に 一 致す る 像 で , 内 に は 粗大 な 
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On 11 cases of cancer metastasis 
by 
Saburo Yoshimura 
College, 


1 Institute of the Tokyo Jikei- ai Medical 


N 


Pathologica 
面 散 種 は 
ATH 

多く (9 例 ) 


ょ 小指 頭 大 以下 , 


る 


vr 
で が 腫瘍 で は な い 。 


然し 1 例 は 


Aon 


型 が 


in the spleen. 


Director: T. Kimura. 
1103 2%) 
TE. る 
の 合併 で 純 型 は 1 fil, RE 


> 


は 1002 以下 で 軽 中 等 の 装 縮 を 見 る が 第 1 例 は 305g な る が 組織 像 は 中 鹿 
第 11 例 は W5e で 大 と は 云え を な い が 組織 像 は 染 之 は 


と 思わ れる 。 
ZK AC HES 
1. mm _# 


f at do 

2. EL 


RELI 


3. 
AS 現われ て いる か BEER 
15 


\ 
4 
a 
4 
4 
E 
4 
| 
a 
F 
. 
3 
. 
3 
N 
| 
/ 
1 
— 
\ 
~ 


OME CH So 


路 が 何で の 第 5 


消失 は 強く , 
結論 


人 も る ある が s (Biasi) 私 の 場合 は F 


Do CBI 


I 


1 
FETS. る の は た な 


ORT の で は た な 


Out of a total of 1,888 post-mortem examinations, comprising 364 autopsies for 
malignant tumors, there were found in the latter 11 cases of metastasis in the spleen 


(3.02%). In all cases the metastases were "AS scopically demonstrable; 9 were nodular, 


one diffuse and one both combined. The sites of the primary tumors were stom? ichs (7 
cases ), colon, lung, uterine tube and hypernephroma (1 ease for each). No speeifie histo- 
logical reaction Was recornized around the nodules of growth, the splenie tissue nor- 
mally remaining ‘The metastases were found to have invaded mainly by vascular (4 


| surface, the remaining 3 


cases ) and by Iymphatie ch innels, but’ one case by peritonea 


cases Were uncertain. 


> 
N: ° . 
.2 Kon 
Do Mi 
= 
: 
ある も の と へ られ る KS o 
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SR ER HH HK 
指導 林 一 郎 ) 
Ein Fall von lymphatischem Reticulosarcom, das klinisch als 
Lymphosarcom erscheint. 
von 


Takeo Wakahara und Tosio Iehimura. 


Pithologisches Univesitietsinstitut und die mediziniszhe Universii wetsklinik, 


Nagasaki, Direktor: Hayashi. 


ROR BIG RO RRO BD 36.8?~39.9°e, 12000~ 


16000, JRELER 4~6%, ェ オ デン 嗜好 1~02%, 


CHOOT, LO, 組織 球 型 の も の 
LOB, 夫々 の 場所 で の に 泥 在 る 。 腫瘍 細胞 一 般 に 多 型 , 
強く , PEO 叉 及び 脂肪 の 食 が 見 らち れる 。 肉 


様 な 像 の 見 られ る % る ある が , エ オ デン 嗜好 細胞 認め られ ぬ 。 TOMB, 


が 集 ま つ て いる と と , TL EY, 


た 皿 移 を 生じ た る の と 思 は れる 。 
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12% 


小 & 瑞 


Eim Fall von CRs Hypernephroid der Niere mit reichlichem 
Melanin und Lipofuscin. 
vou 
Zui Kojima 
Pathologisches Institut der Niigeta Medizinischen Hocii-chule, Derektor: 
K.Akazaki und T. Ito. 

Grawitz CHG の 出現 する と と は 既に 記載 が な いわ け で は な い が , IE 

WA REL, KARO ARS 7c Grawitz 氏 腫 瘍 
で , 脂質 と 共に 曳 し い 色 素 の 存在 する も の を 経験 し , いさ ょ か こと の 色素 に 開 し 興味 ある 所 見 を 

HERRIN FR, AS 
直接 の D DM &LOCHS? ZEEE 
ォ ょ ォ ツ の 部 位 に た 分け, 夫々 の 部 位 に 見 出さ れる 色素 に 就 て 各種 の 検索 を 行 つ た 結果 , 腫瘍 組織 内 
CACHAREL PAC, 前 者 は 腫瘍 組織 内 に 出現 する 色素 の 主 部 を な し , 後者 は 腫瘍 問 質 に 


あたる 結 締 織 と と これ に 接する 細胞 が 編 細胞 肉 に 移行 し て い る 様 な 部 に 認め られ 


脂 祝 素 は 論外 と し て る ゃ る, 我々 は 未だ Grawitz 氏 腫 瘍 に 於 て , 黒 素 が 出現 し た 報告 に 接し て 
は 不可 能 で ある だ け に , COMBA 
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NET HE) 


A case of cancer of the epididymis 


by 
Katsutoshi Oba ww 


Pathologie Department of the Tokyo Jikeikai Medical College. 
REF し た た 局所 ALTE RK; L; に こ 個 の it 


2 


は 白色 少し く 膨 し 細 精 管 分 離 は 不能 で り , BEM A 


OOo 


間 細 胞 は 全く 消失 し て ゐる , 目 美 縮 細 精 管 問 に 著 明 な 


Biz BUS 細胞 で 或 は 有 - ら で な い 此 組 の 


ょ 内 向け 不 規則 に 突起 突出 し 原形 質 に 有する る も の が ある, 壊死 は 全然 認め ら * 


或 る の 


更に 終了 の 部 分 で は の 細胞 の 形態 及び 配列 が 著しく 不 規則 の を て 居る が 


し 細 精 間 に 見 る が 如き は な い 。 部 分 に も 散在 性 に 大 小 不同 の 上 逃 の 如き 


腺 様 構造 の る の が み を る 。 


形 乃 至 に 近い が , AMO L CHATS EH 


認め な \o 


精 系 は く — ihe 2, 内 に 100 will 24 企 見 Ds» 小結 股 部 
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= 
On the interstitial change of radiated cancer of uterus. 
by 
Ryukichi Mitsubayashi, Yasumasa Horibe and Schigeyasu Amano. 
( sie! Clinie and Pathological Ins'itute, Kyoto Imperial University. 
し た た 1 AG AS 
の L i つ 的 に 取扱 つっ 
13.9 
+ re 


ij te し て 取 り 扱 は (Fe る の は 殆ど こと 


> 
に 

le 


に 外 な ら な い 。 形質 細腕 は 


も os > ra Ff 117 5 し て 働く 。 


L, 生物 要素 の 協力 が 必要 で ある 。 その と と は 局所 


su 


. 
R 
形態 配列 等 多少 つ て 見 える 所 も ある が , 
‘ 
- 
¢ Zt BEAL 
— = sn 
. 
. 
N 現 は れる 事 を 意味 し て いる 。 ぅ , 


MILO MAT 中 期 以 降 の 形質 REO の 示す 局所 性 因子 


MBO 
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17. 
im +t ‘ 
指導 , 
An Case of Ovarial Teratoma 
by 
Itsujyu Fukushi 
Pathologieal Institute of the Nippon Medienl College,Director: Y.Nagasawa. 


S YO CHET HP O15~30% を 占め て いる が 後者 は 極め て 


+ 最近 19 A Ag Bie PERHEN 


Tl. 19 才 , 


| tf 


く 存 する の み に て 安静 時 に は 起 ら な い 。 ER, TANZ 同年 月 中 旬 頃 か ら 腹部 の 次 第 に 
の に 気付 き 月 20 日 入院 す 。 営 時 腹部 は に し , 腹壁 の 緊張 く , 


2. 腹水 3.000e.e.。 

5. 
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8. 

9. 
IV. 肉眼 的 に 腹 の 大 部 分 は 大 人 頭 略 園 形 の に て 占め られ , 
AMEE LOCSOT, 下行 結腸 の 部 に て 


な 

その 重量 5458 瓦 で ある 。 表面 一 RE は れ て い 

2° 硬度 は 多様 で 一 般 に 柔軟 或 は O23, 
Hah ER 


す 部 に 於 て る 繊維 性 組織 が 縦横 に 交錯 し , KA 2 TW Bo & 


WLS SALSMS Yo T Pits ER 


% 見 られ る 。 


| 
« 
RUHE 
‘ 
. 
22 
r 
= 


和牛 島 寄 


(名 古 


On the growth curve of transplantable tumors. 


by 
Hiroshi Ushijima 
Pathological Institute, Nagoya Imperial University, Director: F, Oshima. 


Ty O— AGC HAT, WERDE HFS 


| 起 さ な い 場 合 に は 環境 要素 に よる 固有 の 性 
区 を 保持 し て いる と みな し 得る と する 見 地 ょ より , 環境 と 見 位 す べき 寄生 の 区 態 を ほぼ 同じ くせ 
る 438 GIO KF て , 考察 を 行 つ 

寄生 は AYE O RER 日 

Rt=ya.b bee ant KdRt と し て を 求め た 結果 

K=0.426, ¢=0.071 EN と の 一 を 得 た 。 . 

5 5 1.74 1.88 
7 8 2.12 2.55 
9 1 3.09 
11 Ly 1.59 52 
| 92 
15 > 1.28 1.26 
17 23 £1.55 
19 t.s1 
21 3 40 .03 
第 9 日 た ける M=3.05,  0=1.09, 0.358 


は れ な た 資料 を も と に し て 栓 すると, MRorkchT K=0.13, 0=0.012, の 値 で , 一 致す る 緒 
果 を 得 た 。 
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と れ ら より KK を 常 と し た は 適用 され 得る 。 て と 

gq (XVRBEO FE TK FICHTE を 一 括 し た る の で , 更に 分 析 を 必要 と する が , 


dRt = 0.426 —0.071Rt 


dt 
) —().071t 
即ち 


を 適用 し 得る と 老 へ る 。 


=, 日 a 


On the fatty substances in the tumor tissue. 
“by 
Naofumi Hirotani, Hiromu Shimamoto and Kozo Okamoto. 
Pathologies| Institute of the Medical Department, Kyoto Imperial University, 
Director: S. Mori. 
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Il, ACB EL +, 良性 腫瘍 三種 Cinta 脂肪 腫 , 悪 
性 場 - chi へ パト ー ム ZU — Fill (RE 


+ 


—— 


BE) を 選び , 各々 x た つき 敷 例 を 集め た 。 但し と れ ら の も の \ ぃ うる ち に は 可 成 古い 材料 る 二 三 あ 
Il, 検査 方 法 ホル マリ ン 固 定 の る の を 切 とし, AY 
種 染色 = レス テリ ン , コレ ステ リン 脂質 , 脂質 の 各 特 殊 色 
し た 。 観 は 細胞 に 限定 し も 死 避け た 。 | 
II, 1) HEM へ バト ー ム に る 可 
成り た 存じ, 其 の 他 の 和良 性 腫瘍 , 韻 に は 少な い 。 

2) コレ ステ リン 脂肪 は 副 野 腫 , 黄色 腫 に 最も 多く , へ バトー ム に る も 可 成 り に 存 し , 他 は 少 
Wo 

3) コレ ステ リン は 黄色 腫 に 根 跡 的 に 認め られ た の み で ある 。 

4) 黄色 腫 に 可 成 り 認 め ら れ 他 に 少 


な Wo 


. 
、 
> 
~ 
N 
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5) すべ て の 例 に 認め られ な か つた 。 

は 材料 の 古い た め に 分 解 し て , HIRICBALARTCDHS 5. 

7) ヘ トー を 除け ば 癌 に は 一 般 に 各 質 は 少 い 。 


8) SL, 前 者 は 可 成 り 多 く の 明 を 行 つ た 時 


ュ レ ステ リン 脂肪 の 色 が 健常 例 で は 又は 紫色 を 帯び て いる の に , CH WATS SO 


。 は 注目 に 値する 。 5 


は 興味 ある る の と 思 は れる 。 


20. 
長 
On the capsule of the tumor. 
by | 
. Takeo Nagayo 
Pathol gical Institute, Faculty of Medicine, University of Nagoya, Director: 
F.Oshima. 
良性 た る と 悪人 た る と を 問 は , MBORFT COM 
% HE © より 形成 せら れる も る の と る 解 され る が , 今回 その 検索 


を 施し , (, 増殖 力 の 強度 な ら ざ る る も 
る と と を 認め 


た 。 被膜 は の に 抵抗 せん が 生じ た 反 性 増殖 と 考 ら れる と と は , BE 
或 は 移植 不適 営 動物 へ の 移植 の 場合 に 常に 被膜 が 土 照 群 に 比 し て 肥厚 せる 叉 より し て る 推論 せ 


られ る よう に 思 は れる 。 

星 瘍 の 間 質 組織 は 宮 質 組織 と 共に 特殊 成分 の 一 つと し て 重要 性 ある を 認め る が , ALIEN 
LC, の 増大 を 防止 な ん と する 個 
ARF Bo EW CMS FRO Lis ST 
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Study of the histogenesis of the experimental levulose sarcoma. 


by 


8s 
“Masataka Sugishita. 


Pp rical Institute of the Chiba Medical College, Director: N. Takizawa. 
TE Mm EET 20 
繊細 胞 の 敷 が 増加 し , L CH に は MELO 
EBD DYO TRIEPEIMER ら な い 。 注射 後 3 
に て は 皮下 結 締 細 胞 像 並 に 細胞 膨 認め られ る が 度 減 , 一 部 に 
て は 皮下 結 ifs BAL Do Ty LOW OMS 
注射 回 の 加 と 共に 日 を 追う て 皮下 結 細胞 が し , 20 以後 に て 特 
MECH So 更に 120 日 に 間 を 見 る に 皮下 結 は 肥厚 し 格子 
原 化 せ る の 新生 が 認め られ る 。 


上 記 期 間 に 於 て は 弾力 線維 は 新生 増加 し 人 炎症 性 


BIRD tt GI OY; は 有 | 


THF Bi の 出 現 を 見 い カ , 皮下 


の 比較 する に の 
目 た に て 

及び 細胞 自身 の 膨 朋 せる 像 を 認め な い 。 
と が 遅く , HOZICM 
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1 時 H WA 
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SINE 
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3 kei 5 時 間 に 
注射 せる も 
注射 後 3 時間 , 


の 皮下 結 締 組織 細胞 は 前 記 時 間 に 分 


SUB 


5 0.5c.c. 


(に 於 ける 
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IM 


細胞 の 増殖 を 認め た 。 TALIS 射 
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が 肉腫 形成 を 促す 際 に 結 締 繊 性 細胞 ict し , その 増殖 を 促進 する 作用 を 局所 に 於 て 行う こと の 


可能 性 を 示し て いる と 考 へ られ る 。 


22. ヒノ ン の 上 織 に 及 す 


Study of the sient action 6f quinone on the epithelial tissue. 
by 
Masaki Okamura and Yoshinori Hirai 
Pathological Institute of the Chiba Medical College, Director: N. Takizawa. 


バラ ヒノ フン シン , FYE FRY, YO ME RIT 


aM 
で 
4 
rR 
Für 
SL 
° 


ME, 人 損傷 部 の 上 生 に 及ぼ す 


た 。 其 結果 は 第 一 表 の 如く 有 骨組 織 で は バラ ヒノ シン の 一 万 倍 の る の が 最も その 上 皮 組 織 の 増殖 を 
促進 し , MD 4.5 倍 , 叉 計 臓 3 週間 の る の で は 11 倍 に な つた 。 骨 上 皮 細 胞 は 膜 歳 に 増殖 し , 比 


RE? VORMMMKCANMO 14 ~ 15 に 
促進 され る 。 新 キン セ ド ョ ン で は の 10 倍 に 促進 され る 上 組 は に 叉 周 で は 


リセ リン 水 に キン ヒド ョ ン が 1 万 乃至 3 万 倍 と な る 様 な 割 に 加 へ , 毎日 1 回 塗布 し , Niici 
9 酸 療 法 を 用 いた 。 キ ン ヒ ドン 塗布 は より 創 面 早期 に 清輝 と な り , 
面 周 園 より 再生 速 か に 起り 。 DS HL Sr, 毛細 血管 の 
存 少く 肉芽 組織 に ょ る 歳 恨 性 履 繕 , ケ ョ イド 等 を 見 な い 。 更 に 戦災 に ょ る 高度 火傷 例 13 例 , FF 
を 塗布 し , Fe MMO Ss, H 
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LK 


p-chinon @ 47 Ht 

高 倍 ) 5 mg; 


/ 11.06 58 
1.35 1.5 1.45 
/ 1.62 1.26 
1.4 4.5 = 


IRA) 


OH = ARE 
. 
| 
| ト 7 alkı hol 
| - - 
p-chinon 
0.727 


: 
2 
A 
#3 
. Don 
/ 
。 
"日 
a 
4 
ö 
28 
\ 
a 


第 3 表 Chinon 酸化 還元 物質 の 肺 上 皮 組 
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23. 及び | 「 ア ルカ ロー 」 の 


岩崎 桂 一 加藤 
CHAE 指導 , 森 RED 
Effect of adrenalin and alcalosis on the development of 
transplantation tumor. 
by 
Keiichi Iwasaki and Ryo Kato. 
Pathologic Institute of the Kyoto Imperial University, Director? >. Mori 
食 臣 を 以 つて 5 を 作 つ た 。 TALE PERRO 


第 - を 隔 日 に 静 注 第 三 は 「 ア ドレ 第 四 は 


RIESE 15 MLW 7K QWe.c, 1000 倍 「 ア ドレ ナ リン 」0.5c.c. を 何れ る 1 日 量 と し た 。 Mi 


の 大 いさ は 投影 描 書 を 用 いて 面積 を 計算 し , Hasedom-Jensen 


& 


依っ た 。 

CORMEBRLTLE 

テリ ン 」 に 依る 所 血 燃 が 解 米 作用 を 抑制 する よう に 作用 する た め と 考え られ る 。 一 方 「 ア ドレ 
ナリ ン 」 が 中 の 血管 収縮 を 行う と すれ ば や は り を する と も 考え られ る 。 


CEA TT NAF FbiALl, は れ な か つた な た 。 
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(第 四 報告) 
大 島 ip 造 
AES) 
On the changes of the liver of duck which has been fed by 
fowlsarcoma meat (IV Report) 
by 
Fukuzo Oshima 
Pathological Institue, Faculty of Medicine, Nagoya University. 

AH 私 共 己 に 昭和 十 年 度 以来 , Lene: M 
KKOKOCH So MORBAM ORIG A Td, 其 


LC RR SS TI & の 如く 分 ち 得 た の で 
HSo BMD (試食 開始 後 約 五 ヶ 月間, 
壊死 と を 主 見 た る の 三 〇 例 , 他 種 々 の 


1 


TEL LCA MYMEOA LAL LTH ZH 特別 の 


LOA) , 明 (試食 開始 後 一 ヶ年 乃至 
ニケ ヶ年 , 間 質 の み を 見 た る の 六 例 , 間 質 肝 細 双 を 見 た 


も 

の 一 〇 ① 例 , 肝 細 胞 の 肥 犬 再生 を 主 よ し て 見 た る の 二 例 , 特別 の 鐘 化 な か つた も の 一 例 ) , 第 四 

— 肝臓 結 増生 を 作 た る の 一 八 例 , ADELE THEATER 

肝 細 胞 増生 を 主 見 た る の 例 , 特別 の を 見 な か つた の 三 例 ) 第 五 期 

肝 組織 形成 , 悪性 増殖 期 (試食 開始 後 ヶ年 以上 , 
31 
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SOG), 肝臓 
外 の と し て は 軽度 の ある 場合 と 腸管 炎 繊 維 化 が 常 に 認め られ た 。 


る る も の 例 , 移 作 た る の 以上 の 中 二 例 ) で あり, FBLA 


SS 


く , 試食 > 高い が , 般 無 


遅れ て 追従 し , を 示す に る 至る 。 ヶ年 中 に は を 生 


する も の が 生ずる 。 か る 長期 の 後に の し , 
BO RAY 


OS, ML ST. RUAMOR OB 


多 せしめ , 


部 近く の 細胞 に 求む 可 き を 恐らく は と する よう で ある 。 々 の 於 て ば 家 以外 の 


ZH, 


The duck is a family with no suecessful transplantation of the fowlsarcoma. 

But feeding then: with meals containing fowlsarcoma tissue over two years in 


succesion resulted in the production of hepatoma and liver cirrhosis. 


25. Butter Yellow © Ov 
川井 一 男 , 克子 , a 


Toxic function of butter yellow for rats. ~ 2 


by 
Kazuo Kawai, Kazuko Kato and Yutaka Kishi 
(The First Pathological Institute. Iedical College Osaka Imperial 
University, Director: Prof. R. Kinoshitı). 

These experiments have been done to fix the toxic funetion of butter yellow im 
the eourse of decomposition of such butter yellows in the internal organs of rats. 

There have been published many reseaches on the toxic function of butter. yellow 
by Dis. Sato, Nakamura,and quite lately by Dr. Nakahffa. We have tried three 


series of experiment on rats: (1) injection of a solution of olive oil containing 2.5% 


ee = 4 = 
AIS 
FR 
R 


butter yellow into the intraperitoneals (2Psimple injection of pure oliveoil, (3) giving a 


quantity of butter yellow kneaded with olive oil through mouth. The rats used for this 


purpose weighed some 90 to 100 grms an butter yellow used “ Merck 


33 


made dimethy« 


laminoazobenzene puris, of the finest quality with a melting point at 117 C. 


Amounts of B. Y. Nuinbers 
per “erm oi 
dD ay weist tats 


15mg (1.Sce) 
(1 Gee) 5 
35mg Cl.4ec) > 
30mg (1.2ee) ‚1 
25mg (1.0ee) 


20mg (O.6ee) 


Table 


ntraperitoneal injection of olive oil only 


Amounts of olive Nuinbers 
oil per 1W0grm. of 

body weight Rats 

1.Sce 

- 
1.6cc ) 
l.4ce 6 
1.2cc 


Tablel. 1. Intraperitoneal Injection of 2.5 


Y. Solution 


Results 


lied in 3 
} { 
I died in 48 his 


; died in? 


2: died in 48 hrs. 


died in 3 days. 


survived. 


died in 48 hrs. 


died in 62 hrs. 


; survived. 


Results 


3 died in 2+ hrs. 


2 died in 48 hrs. 


2 died im-s hrs. 


died in 3 days. 


> survived. 
1 died in 24 hrs. 


I died in 48 hrs. 


died in 3 days. 


survived. 


i died in > days 


survived. 


survived 


= 
= 
2 | 
>; > 
= 
— 
= 
a 1 died in 24 hrs. a 
1 died in 48 hrs. ni 
{ died in 24 hrs. 
t died in 48 hrs. oe 
: 
ra R 
} 
ae 
ER 
~ | 
= 
| | 
| | 
1 died in 48 hrs. ae 
, 4 o* 
1 died in 5 "days. 
“1.0ce 5 = 
> 
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e . . . - 
Table I shows the results of the injection of olive oil solution containing 2.5% 
butter yellow. Table II shows the results of the injection of olive oil only. And then, 
you may easily understand such an injection should be done taking into consideration 


the definite fact that olive oil itself inflicts,an obstruction upon the injection. 


Table II. 


tration of B.Y. 


Amounts of B. Y. Number of Results 


100my 5 5 died in 24 hrs. 
r 5 5 died in 24 hrs. 

song 5 3 died in 24 hrs. 


2 died in 48 hrs. 


sume 5 1 died iu 24 hrs. 


died in 48 hry 


3 died in 3 days. 


— 


died in 24 hrs 


survived. 


died in 24 hrs. 


svrvived. 


Table III shows the results of series in which we gave the rats a quantity of butter 
yellow kneaded with olive oil through their mouths by using a canule and an injector. 
In conclusion, it defined, we are sure that the case of Table I shows more fatal than 
that of Table III. Even in case of intraperitoneal injection we could find, after 
the researches, no small quantity of butter yellow olive oil in the internal organs of 
the dead rats. 

It must be added, however, that in the case of Table III we often recognize much 


quantity of clot of butter yellow in the stomach of the dead rats. 
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26. カタ ラー ゼ る を 中 心 と し て の Dimethylaminoazobenzene 
‘ 


= th 中 島 
指導 , 木下 良 順 ) 


Studies on the suppresion of dimethylaminoazobenzene liver 
cancer refering to the catalase content. 
by 
- Tor u Miyaji and Tomi Nakajima 
(The First Pathological Institute, Medical College, Osaka Imperial 
University, Director: R. Kinoshita) 
結論 か ら さ き に 申 上 げ ま す と , カタ ラー ぞ ゼ の 測定 と いう と と が , DAB. FERNER を 


Ht 


お と な うぅ う 目 や す と な る と いう こと と で あり 

DAB. を あたえ を た ダイ コク ネズ ミ の 肝臓 カタ ラー ギ ゼ 量 が , ALE る にし だ い に へ つて くる 
と いう と と は , 私 どる の 方 の 柳 混 博 征 が みい だ し た こと と で あり ます が , の ち に 中 原 博 士 る これ 
を みとめ られ た の で あり ます 。 中原 博 士 は バッ テリ ・ ス テル ン の 柴 置 を と 用 いて , カタ ラー で ゼ ぞ に 
ょ つて 過 酸 化 水素 か ら 分 解 さ れ た 酸素 量 を は か る と いう 方 法 を と られ た の で あり ます 。 柳 江 博 


士 の 方 法 る 原理 は お な じ こ と と で あり ます が , ベツ テ リ ・ ス テル ン 法 の 方 が 簡 祥 な の で , たく 
レト 


し どる も る も 中 原 博 士 の 方 法 を お こない まし た 。 す な ち , BE 
L 


Vlg を Wee の PH 7.0 AK CT 5 分 間 3000 


0.300 IC Aste UPA 0.7ee EMMA, さら に 3 % 過 酸化 水素 Wee を 加 を て よく ふり な が ら , 5 分 
間 に 角 生 する 酸素 量 を は か る の で あり まう 
と の 方 法 で , 本 素 液 の 量 よ と いろ いろ か えて 測定 し ます と , 義生 する 酸素 量 と の 闘 係 は だ いた 


\ 
WK thy MOP RICH SLIP LT IV LAI OCH) 量 


ITE BHODSLE, DI 


Hr 
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= 


る いちい ろか を て み ま し た が 大 て いな なじ で あり 3 
量 が 極め て 多い モル モツ ト の 場合 な ど ま と と に 便利 で あり , Aca wei LE % OPE O PRE & 
計算 する に る も 役立ち FERN BET 
Yo し た が < > て lee 前 後 の る 多い すく な い は 誤差 の 人 範 園 で ある と 者 えて いる の で ああ り ます 。 
OPOMRIL, お な じ と き お な じじ 方 法 で は か つた 動物 に よる カタ ラー ゼ の ちがい で あり ま 
す 。 と て だ モル モモ BEER: 多い の で あり ます が , た ぐし ども は とれ が 動物 に ょ よ つて 
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JRIO 
は はじめに の ま した, DAB. ZBRAR LEI, ゼ が 減る と いう こと 
アゾ 化合 物 の ガラ ター ゼ に た いす る 作 幅 
対照 
ENC 
70 OniNCNH, 
ON:NONCH) 
Quin Que ; 
On: NON 
0;SOQN: Ne 


50 = } 


ON: IND NHOOCH, 
NHCOCHz 

ONNONNI = 
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験 管内 で どん な 作用 を 示す か と 思 つ て し ら べ て , と ぇ に みる よう な 結 う 1 を 得 た の で あり ます 。 


CE る AV FR ト の な ほな か は すべ て アル コー ル に と か し て 加え た 
の で あり ます 。 土 照 に る も ゃ ちろ ん お な し じ 量 の アル コー ル * る を 加 を た の で あり ます が , その うち 
同 を お 目 に か け ま す 。 その 結果 か ら , DAB. を ふく む ア ジン 化合 物 は カタ ラー ゼ 作 用 を 抑制 し 
つぎ に と の うち DAB. を と りあ げ て み ま す と 第 ま 較 の よ GN Fi 


り ま す 。 ZUTLIDOHE 


来 を も ちい まし た 。 こ と これ は 御 承 知 の ょ うに いち じ あ Ee 
あり ます 。 中原 博士 が 報告 され て いら れる の と いさ さか 異な る の で あり ます が , その 原因 は よ 
x 4 分 り ま せん 。 

>, D.A.B. を 加え て B7e° 24 時 間 お いた も の に つい て SL 5 


sé Leas, や は り 抑 制作 用 が あり ませ ん で し た 。 な お こと これら ら の アメ 化合物 を DAB. と お た な 


じょう に , ロ か ら あ た を る と どう な る か と い 2 


Sv 
(¥ 


ょ , 


つぎ に , 主食 と を いろ いろ に か .D.A.B. あたえ を て ChELKo WHA 
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30 3 CH, CH 
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hr 20% か ら 830 すく な く な る の で あり ます が , 主食 に よる ちがい は どら ん の 


り で あり ます 。 CHS) ECicHSUS し い の は アソ で あり ます 2。 
re, 米 を 主食 と し て , いろ いろ な 物質 を を えて, DAB. を あ た ぁ を ます と と の よう に な 
対 
D.A.B1007 
HgCl, 1007 
0-345. i944 に 
383403351944 
NH, 7007 
HN ONEH 1002 
. 7007 


e 
. 
a 
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(BF) 
94747 
5 2474.7. IV YN 
= 
| 
= 
i 7 | 
| 17 
10 y 10% 3 
1947.4.7. Vi 第 6 fal 
9 
od 


> 
す と れん ら の 結果 の を と つて , CHT 
ま 


つぎ の ょ うに (第 7 彫 ) な り ま す 。 こ と の 抑制 と いう と と に ぁ る % ぁ いろいろ な 程度 の ちがい が 


E AD = > 

Sys すく た な た く と る 多少 抑制 する よう だ と いわ れ た も の は , 40 HM DAB. と と も に る た え 

・ カ タラ ー ぞ を 減少 そし め な い 。 な か に は 増加 せしめ る も の が ある こい え x 


っ で あり ます 。 抑 制作 用 が あや し い チ スチ ン な ど は 米 の と き と か わり が な 3 
うな > > いう 方 法 で カタ ラー ゼ の を し ら ベ LADHS 

す 。 と の ょ うな 結果 か ら , CIWDHECAF 7—- CORME し ら べ て , HA あ 


つ の 新しい 探求 法 を を た わけ で あう うま こと これら 


HEUT 2 + » > 


A? dt x た と き の カ 9 ラーt = ed し し 
5 10 15 801 
| 
* 3 n | | | 
ーー "70 40 50 80 100 120 40 16018088 
. 10 20 30 
} 
72 
— ) 
Na 0 = — 3 
| py | は の て 
1947.47 Vit 
第 
Zz で ラ り カ タラ 
BOK, 鐵 は その カタ ラー の 材料 と な る に お いて , や は う 


E+, しかし, ダイ コク ネズ ミ の を 100° L THA 
に し て 10 に 加え た も る も の で は カタ ラー ぞ ゼ は 増加 し な い 。 と の と と は ダイ コク ネズ ミ 肝 末 を る も 
TEE HOT, 中 原 博 士 ら の ッ シ や わた くし ども の ウッ マネ や 魚の 肝 末 ほど 抑制 
作用 を し め さ な い の で は な いか と 思 は れる の で あり ます 。 ま た , AF OM. オレ ンジ , メス チー 
ル ョ ロー ト な どの ょ よう Kk に, DAB. に ちか く て 水 に と ける 性 質 の も ゃ の は , D.A.B. ほど カタ ラー 


ゼ を 減少 そ せしめ な いと いう こと と も わ か り ま し た 。 
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で , さき に の べた , 見 込み の ある 抑制 物質 に つい て 傘 載 客 験 を お こなつ て み ま し た 。 こ と 


fay 
N 


に みる よう に , FEC, Bic, 10% AS: か な 
り 抑 制作 用 が ある よう に 見 えき ます 。 し か し , わた くし は 100. み 抑制 を 目ざし て いま す の で , こと 
ん ど は 魚 肝 末 と へ モグ ョ ビン と を あわ せ て も ちい て み を まし た 。 その 成績 は こし めす 通り で 
ます 。 しかし, A> 


& 


な り の ちがい は あり を ま 


ョ ビン だ け の が , LECH 
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で 開腹 し て H F 臓 の カタ ラー ゼ を し と 上 べ ま す と , どの 


2? 


TH Cid, 0 で は BY いま 


が , 


し か め らら で いす +7 
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2 
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る で は ほとん ど 0 < 
. 
IDS, と の ちがい が み ら れ ます 。 
AG, わた くし ども る は アシ トラ ニー ル 酸 を と りあ げ , まな アミ ノ 酸 を 問題 た にし て いま すう un 
mM る ある 寅 験 で は 100 抑制 し て いる よう に み を た の で , さら に 目下 これ を 再び お と こなつ て た ane 
: 

0, 
00, are 
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GH #2 BD 
Significance of catalase activity in inhibitation of liver cancer production. 
by 
Waro Nakahara wk Fumiko Fukucka 
(Laboratories of the Japanese Foundation for Cancer Research, Tokyo). 

し て 以 來 各 方 面 の 追試 に よ つ て 確認 きれ て いる 。 こ と DEAOM SAMA SIC EB BOT 
あら うか ? 我々 は と の 困難 な 問題 を 解決 し ょ うと 努力 し て 來 た が , 二 三 年 来 ,。 カタ ラー ぞ ゼ 作 用 
L 及び 制 冶 に る カタ ラー の 意義 に 就 て 私 見 を べ る 。 

され , MUP KO 肝 分 が た 物質 に 作用 し て 


WEES と か いう よう な が 可能 で は な いか あり , 

物 の 物質 に す る 破壊 機能 は 排 機能 が 増進 され る その 物質 が 肝 細 胞 に 充分 作用 す 

' る と と が 出来 な く な る た めで は な いか と る ゃ る 考 を られ た 。 然 し 之 等 の 府 明 は 何れ る も 寅 験 的 に 成立 
A し な い , TEE Cis yO FE NF A WALES SME 

を の た め に 充分 ベタ ー イ エ ョ ー の 作用 を 受け つも 一 一 姜 癌 し 難く な る 性 能 を 獲得 する る 


WEF なり け し は ならない の で ある 。 


る 問題 な は 肝 つて 肝 細 胞 に 如何 な る が 起 る か を 決定 する と と 


vol 


此 慮 で 吾 々 の 直面 - 
で ある 。 は 肝 粉 を た , RULER TCH RA, 
イン シド フェ ノー ル 化 作用 え チ レン 書 に る 元 力 等 に つき 詳細 討 し た が , 
に 於 て は 大 な る 差異 を 認め 得 な か つた 。 所 が み タ ラー ぞ ゼ 作 用 を 比較 する に 及 ん で に 肝 銅 奥 の 
な 影 見 る と こと が 出來 た 。 

和牛 肝 粉 末 102 混合 物 で 飼 し 3 LD, 肝臓 を 

り 出 し , リ ジ ゲ ル 液 で よく 血液 を 洗い 出し た eve 

(PH7) TEHL, 遠心 分 離し た 液 0.3ce を 0.7ee Oli] HELFE BOICHLT 
Bottelli-Stern 装 置 を 用 い 豆 生 酸素 量 に より カタ ラー ゼ 作 用 を 測定 し た 。 
肝 カタ ラー は 正常 
40 
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6.800 LACK ANZ 10 例 で は 最低 8.000 最高 17.0ce 11.5 ce 
で その 7 例 ま で が -10ce 以上 の 値 を 示し た 。 

肝臓 にょ つて 肝臓 の カタ ラー ゼ 作 用 が 増 れる こと と は 以上 に ょ つて 確 見 ら 
れる が , と の 事 宮 は 冶 に 開 す る 酸素 化 塁 の 知識 か ら 極 め て 興味 が 深い 。 何 ん と な れ ば カタ ラー 

周知 の 各 く 正常 の 肝 組 織 は 極め て 張力 な る カタ ラー ゼ 作 用 を 有する が , MMMOAPI-X 
バター イェ に よる 肝癌 生成 の 場合 に は カタ ラー 
x も こと の 事 を 確 め た 。 

多 の 正常 白 を 通常 の バター イエ 食 (ERBE Ike 0.6g を 油 に 
溶かし て 混和 し た も の ) で し , ROT, 7 
測定 し た 。 そ の 結果 を 酸 容量 で 示す と , 験 開始 前 14 日 後 30 日後 3.20e, 
60 H% 4.0ce, 100 日 後 3.7ee, 150 HR (肝癌 結 0.05ee で あつ て , バター イエ ー 肝 韻 生 成 
TH 3 3 — L, 生成 され た 肝癌 組織 は カタ ラー を 示さ な い 

3 7 - COMBA MRC LOT TH SD 
か ? FRx (HKG, 肝 粉 102 混合 物 に し , パタ ー 
イェ ー0.6&. を 油 に 深 し て 混和 し た も の) CAREWBL, 種々 の 時 に 敷 に つい て 
肝臓 カタ ラテ ラーゼ 作用 を 測定 し た 。 

COVER & SAL, 小 く る 150 HR CHA ど 外 な く 肝 臓 は 肉 
眼 的 に 正常 で ある 。 

と の で は カタ ラー 作 用 は 初期 に は 平均 的 に 増強 を 示し た が や 低い も の が 出 
て 來 た 。 し か し 150 HERETO 千 相 営 に 高い も の が ある た め 下 均 値 と し て は 平常 の 平均 (6.3e 
co) を 超え て いた 。 ち 1 日後 11.1ee, 80 日 後 6.6ec, GO 10.5ce, 100 日 後 7.0ee, F¥9.4e 
C で あつ た 。 

CHF STEPH, その 方 法 に つて る も 生成 が 抑制 され る で 
ある 。 こ と の 見 地 か ら は に する よう な 他 の カタ ラー ぞ LC - 
BADE WN Leo 
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量 最高 21.4ce, 最低 6.9ce, 11.9ee CHO. MLB Cit 6.8ceCH 3, 


に より 肝癌 生成 が 抑制 され る こと を 確認 する と と が が た 。 
150 日 で 殺し 検 し た 動物 31 例 中 , ET Lee Bo, EARLY LOR 
び 局 硬度 を 示し た もの 各 1 例 G. 24%) に 過ぎ ず , 11 例 が 表面 や ぃ 不 で あつ た (35 
%), 残り の 17 例 で は 肝臓 は 肉眼 的 た 正常 で あつ を た (54.8% ) 

Be CS 150 14 例 中 , 11 例 (78.6%) 肝 冶 が, 2 fil 
(14.226) 0, や ぃ る の 3 231 (7.1%) 
に 正常 な る も の は 1 例 る な か つた な 。 

: れ る 場合 に る と き と 同 様 に , 肝臓 カタ ラー 作 
用 の 減弱 が 起 ら な い 。 験 結果 を 酸素 容量 の 平均 値 で 示す と: 30 日 で 9.2ce, 60 日 で , 10.3ce, 100 
日 で 7.1cc, 150 日 で 7.0ce で ある 。 

MS MID 1c KO AA - zo 
肝 生成 過程 に 必要 する カタ ラー ゼ の が 防止 され る こと と 
人 を し て 肝癌 の 生成 及び その 抑制 と カタ ラー ぞ ゼ 作 用 の 消長 と の 間 に に 何 か 極 め て 密接 な 開 係 が あ 
る こと と を 推定 せしめ る も の で ある 。 

て 弱い と で , CORT TAGERO O に 一 致し て いる , カタ ラー の 少な いと & 

過 程 に た て は カタ ラー の 減弱 が 起 る は ベタ ー ー イ ェ ェ ョ の 場合 
いる が , 組 織 が ヵ カタ ラー 困 あ 他 の 場合 に 同様 で ある る 可 き こと と が 
像 され る 。 然 ら ば カタ ラー ー ぞ の 減 劉 は 姜 冶 に 必須 の 現象 で ある と 考え られ る の で ある 。 
> LORBCAH Z So id Ric LOCH HO 5 — 
BIER LS 5 ICH る の で ある 
(1.) Nakahara and Fukuoka: Liver Catılase in experimental production of liver eancer and 
its inhibition. Gann, vol. 38, No. 3, 194. (2.) Action in vitro on catalase of dimethylamino- 
azobenzol (Butter yellow) and its non-careinogerie decomposition produets, dimethyl-p-pheny- 


lenediamine and aniline. Gann, vol. 38 Nos. 4-5, 1944, (3). Inhibition of liver. cancer 
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production by blood meal feeding, with special reference to the significance of liver catalase. 
Gann, vol. 38, Nos. 4-5, 1944. 

Hell, 的 技 の 肝臓 カタ ラー 作 用 に 及ぼ す 影 響 , 生物 昭和 19 年 , 


(6), Bariuun に よる Catalase 作用 の 促進 , 
A048, (7) 動物 組織 の ヵ カタ ラー で セ 作 用 の 測 と 含有 血液 量 。 生物 ; 
昭和 19 年 C3) 327 - SIMRO 


富田 隆雄 , FR. APSR 
CATA PAS ) 
High and low ordered sexual hormons and experimental production 
of liver cancer, _ 
by 
Takao Tomita, Sukeharu Ito and Shigeharu Amano. 
(Department of Pathology, Kyoto Imperial University) 
SAE, Kell, 男性 に 多く 見 られ る と いう 所 見 に 基 い いて, オルト, アミ ド , ア | ) 
Y, PLANE, Kane, 作り ます 際 に , と の 性 の 問題 の 吟味 に 着手 し まし た 。 
1) 一 般 に ラッ テ に あつ て る も , 雄性 の 方 が 肝 早期 に 生じ 易い と こと が に ます 。 


2) 男 性 ホル モン , アン ドロス チン ( チ べ )" を 注射 し つ ょ , BHMER BAIS, 極め て 
SEL, 且つ 見 な いよ うな , MA 


L, アン スチ ン の こと の 作用 は , < 


AO, コレ ステ ルン は 


が 認め られ な い の で あり ま 


の 然るに 他方 , 


方 法 で 検 し ます と , ET. 
5) 此 共同 時 に , プ ョ ラン を 注射 し 貫 け て お り ま すこ と , と の 去勢 時 の 人 王 冶 促進 因子 は 打ち 消さ 
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TAS) 何等 , この 
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の それ と , HEYERIIC, 


ORE, 堆 性 動物 の 去勢 の 影響 に 就 て は , | 吉田 氏 等 


等 の 


FRO 


MOTHERAE 雌性 同様 , 去勢 に ょ つ っ て 促進 が 認め られ ます 。 

7) そ し て , KERRIER, 7° 7 E> ARE LETE HERO, BK 
張り , その 去勢 時 に 現 は れる と こ 因子 は 消 され , 
る の で あり ます 。 

HOR RE 4 SAL LOT, 7 5 vr 


BINS LERCH 一 寸 考 ます と , 性 別 の 


Hic FRLOLER UE ン の 働き を 除 か れる 場合 に 促進 が 現 は 心 る 。 CB? 


ン に つて 打 消 され る 


上位 ホル モン の が 


{LOA で 片付く と は 思 【 は れ ま せん 。 ゥ Bs, 


EL られ 後者 の 方 が 影響 が CPICKTT o 
それ で , 上位 性 ホル モ Tx is, 
中 に , WORE LT. 性 が 伏 在 する こ 
吉田 富 三 : 4 okie Peo 
富田 隆雄 WTS 
その テオ ギン 性 が 高まる 様 に な HET 


44 


SV 


と と の ょ うに 思 


こと と から 見 ます と , TAITMEOSS0O4, 
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ZOTB55 


られ ます が ; 


く 進度 と 申し まし て る も 去勢 時 
スチ た 時 の それ と の 間 に は 程度 に 於 て 格段 の 


と を 認め ね ば な ら ぬ と 思ひ ます 。 


か 差異 が 見 られ た で cM 5 Wo 


‘ 
. 
. 
| 
も あり ます が , 
>), 
FEN 
4 
a 
3 
N 
4 
b 
. - 


29x hy 波 - 瘍 
鈴江 懐 岡村 一 郎 , 牛島 公 
CREAR A APRS) 
On the influens of Koha (a photosensitive colouring matter) 
upon the tumour growths. 
by 
Kitasu Suzue, Ichiro Okamura and Kosuke Ushijima 
The Pathological Institute of the Kumamoto Medical College: ao 
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中 村 四 十 吉 , FF 英 = 
Ueber die Schwankungen der organischen, Substanzen in der Leber 
im Verlauf von experimenteller Leberkrebsentstehung. 
‘ Von 
Yoschikichi Nakamura. und Eiji Takino 


(Pathologisches Institut der medizinischen Akademie zu Kyoto, Leiter: M. Araki). 


山 極 , — SHES, 既に 完 極 に 達し , 特に 
Al, Cu 等 の 無機 物質 は 促 進 に Zu, Mg, Ca 等 の 無機 物質 は 制 に 作用 する と は れ 
つ あぁ ある 時 人 過程 に け る 無機 物質 の 消長 に す る 研究 も 無 意 ら ず と 者 私 達 
は 約 100 瓦 前 後 の ラ ッ テ 50 を 撰 び 木下 氏 法 に 信 ベター イエ 
於 て 疾病 に て 死亡 せる も の を 除外 し , AFAURERL, ZW We), 血液 其他 の 附 着 
Pye 電気 機 C100°c, 四 日 間 ) に て 水分 を 取り , Hic ze 400°c OF 
化し , ZEAL 7 2 5.0cc 中 に 解 し , ILO eT. CHE 
| | 

FUT REL 得 た る 元素 は ALBa,Ca,Cu, Fe, Mg,Mn,Na,P,Si,Zn の 十 一 元素 に し て , 各 元 素 と 
殆 ん ど 恒 的 で ある が , ANA LAGS し 場合 が あつ た 。 (iy Na,Ba,Ca,Mg,Si は 
其 量 基 だ 多量 に て , Na は 特に 最多 量 で あつ た 。 又 ALCu Fe,P BREITEN] LA, Mm,Zn は 

扱 て 動物 及び 腫 の 各種 無 類 に る 諸家 の 報 見 る に Ca,Mg,KK 等 に 就 て 
SLE, 或 は 減少 する と 言 ひ MOA, MRM 
SV 原 氏 に よる と オル ト アミ ド . ア トル オー ル を 以 
fil TS, 量 は オル プア ミド . TY. トル オー 
MRED L LAO, Cac L C1550 LC SEBO, 
Mg は 50 一 100 日 の 問 に HLTH LBRO, KK は 50 日 に 於 て 既に 増加 の を 有 し 
ー 投 後 少し く 加 の 傾向 を tH, Ca ROMS 
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し 得 ざ る 他 , の 永 存 線 4047.2A 及 び ま #044.2A は 雨 者 相 接 近 し て 現 は れ , 上 且 該 部 に 強度 防 害 線 と 
し て Fe の 40435.8A 線 が 現 は れる た め に 検出 困 苺 を 挫 た し た も の で ある 。 
\ 
岡本 耕造 Buttergelb 中 100 日 以上 生存 の も の 例 中 例 に , PO 
EEE 示さ な いも の で あ る 。 
Mo で ある WAD EOLOOR 
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わり まし た 。 朝 か ら の 経過 を か えり みて と どう や し た 
き の 研 究 は も つと る も 
が ぶる の を WoT, ほん と う は さ 


ぁみ 。 戦 が 落し て か . ら は 者 の 研究 の 方 
BRA DALAL FTSSOU, 


つた ょ うに 見 うけ ます 。 TOME, 
, の 型 を つて, と くに 


と 追加 が つま ずい いた で は あり まき ま ませ ん か 。 それ の みな ら 


た か な 』 fi 討論 


多く の 臨 氷 報告 だ きわ だ つて あら われ ま 
と ょ と が で きま し ょ よう 。 

ぁ ふく ある た め に は , Lt SICRAIOREAIH 
に 運行 に つく し た 役員 と 係員 の 奉仕 を % 忘れ も て は な り ま せん 。 


負う る の で あり ます 。 ま た か げに あつ て , Mi 
TAL ら す べ て の か た が た ど 5% 


る で あり まし ょ う 。 みな さん と 


あぁ あり が と うど ざい まし た 。 
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